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   Ａ６１Ｋ  31/505    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/426    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/70     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/22     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 311/20    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 311/29    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/192   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/505   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 239/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/426   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 277/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/353   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/70    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 407/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/24    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/22    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月13日(2014.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

　　　（Ｉ），
［式中、
　Ａｒ１は、ナフチルおよびフェニル（ここで、フェニルは、アルキル、ハロ、ハロアル
コキシ、アルコキシおよびシアノから独立して選択される０、１または２個の置換基で置
換される）から選択され；あるいは、
　Ａｒ１は、

【化２】

であり；
　Ａｒ２は、水素、フェニル、ナフチル、ピリミジニル、チアゾリルおよびキノリニル（
ここで、フェニル、ナフチル、ピリミジニル、チアゾリルおよびキノリニルは、各々、ア
ルキル、アルコキシ、トリフルオロメチル、トリフルオロメトキシ、シアノおよびハロか
ら独立して選択される０、１または２個の置換基で置換される）から選択され；
　Ｒ１は、水素、シアノ、ハロ、アルキル、アルコキシおよびハロアルコキシから選択さ
れ；ならびに
　Ｒ２およびＲ３は、各々、低級アルキルであり；または
　Ｒ２およびＲ３は、それらが結合する炭素原子と一緒になって、酸素原子を適宜含有し
ていてもよい３から５員炭素環を形成する］
の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｒ２およびＲ３が、それらが結合する炭素原子と一緒になって、酸素原子を適宜含有し
ていてもよい３から５員炭素環を形成する、請求項１に記載の化合物またはその医薬的に
許容される塩。
【請求項３】
　Ａｒ１が、ナフチルである、請求項２に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩
。
【請求項４】
　Ｒ１がハロであり、Ａｒ２が水素である、請求項３に記載の化合物またはその医薬的に
許容される塩。
【請求項５】
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　Ａｒ１が、
【化３】

である、請求項２に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項６】
　Ｒ１がハロであり、Ａｒ２が水素である、請求項５に記載の化合物またはその医薬的に
許容される塩。
【請求項７】
　Ｒ１が水素であり、Ａｒ２が、２個のハロ基で適宜置換されていてもよいフェニルであ
る、請求項５に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項８】
　Ａｒ１が、アルキル、ハロ、ハロアルコキシ、アルコキシおよびシアノから選択される
０、１または２個の基で置換されるフェニルである、請求項２に記載の化合物またはその
医薬的に許容される塩。
【請求項９】
　Ｒ１がハロであり、Ａｒ２が水素である、請求項８に記載の化合物またはその医薬的に
許容される塩。
【請求項１０】
　Ｒ１が水素であり、Ａｒ２が、フェニル、ピリミジニルおよびチアゾリル（ここで、フ
ェニル、ピリミジニルおよびチアゾリルは、アルキル、アルコキシ、トリフルオロメチル
、トリフルオロメトキシおよびハロから独立して選択される０、１または２個の基で置換
される）から選択されるものである、請求項８に記載の化合物またはその医薬的に許容さ
れる塩。
【請求項１１】
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロブチル）－４－（ジフルオロメトキシ
）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（４－（ピリミジン－５－イル）フェ
ニル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（２’，４’－ジクロロビフェニル－４－イル）シクロブチル）－４
－（ジフルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－メトキシビフェニル－４－イ
ル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－（トリフルオロメトキシ）ビ
フェニル－４－イル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（３，４－ジクロロ－Ｎ－（１－（２’，４’－ジクロロビフェニル－３－イル）
シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３－ブロモフェニル）シクロブチル）－３，４－ジクロロフェニル
スルホンアミド）酢酸；
　２－（３，４－ジクロロ－Ｎ－（１－（２’－メトキシビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（４－（２，４－ジメチルチアゾール
－５－イル）フェニル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロブチル）－２
，２－ジメチルクロマン－６－スルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（ビフェニル－３－イル）シクロブチル）－２，２－ジメチルクロマ
ン－６－スルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（ビフェニル－４－イル）シクロブチル）－４－（ジフルオロメトキ
シ）フェニルスルホンアミド）酢酸；



(4) JP 2013-520423 A5 2014.4.3

　２－（Ｎ－（１－（４’－クロロビフェニル－４－イル）シクロブチル）－４－（ジフ
ルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（４’－メトキシビフェニル－４－イ
ル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－メチルビフェニル－４－イル
）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’－クロロビフェニル－４－イル）シクロブチル）－４－（ジフ
ルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（３’－メトキシビフェニル－４－イ
ル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－（トリフルオロメチル）ビフ
ェニル－４－イル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（２’－クロロビフェニル－４－イル）シクロブチル）－４－（ジフ
ルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－フルオロビフェニル－４－イ
ル）シクロブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（５’－クロロ－２’－メトキシビフェニル－４－イル）シクロブチ
ル）－４－（ジフルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロブチル）フェ
ニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（２－クロロ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（３－クロロ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－クロロ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（２－シアノ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（３－シアノ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－シアノ－Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロ
ブチル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロブチル）－２
－メトキシフェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロブチル）－３
－メトキシフェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロペンチル）－２，２－ジメチルクロマ
ン－６－スルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－４－イル）シクロペンチル）－
２，２－ジメチルクロマン－６－スルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（３－（３’，５’－ジクロロビフェニル－４－イル）テトラヒドロフラン
－３－イル）－２，２－ジメチルクロマン－６－スルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３’，５’－ジクロロビフェニル－３－イル）シクロプロピル）－
４－（ジフルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－（トリフルオロメトキシ）ビ
フェニル－４－イル）シクロプロピル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－（トリフルオロメトキシ）ビ
フェニル－３－イル）シクロプロピル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（２’，４’－ジクロロビフェニル－４－イル）シクロプロピル）－
４－（ジフルオロメトキシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
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　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－メトキシビフェニル－４－イ
ル）シクロプロピル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（ビフェニル－３－イル）シクロプロピル）－４－（ジフルオロメト
キシ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－（１－（２’－メトキシビフェニル－３－イ
ル）シクロプロピル）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロプロピル）－４－（ジフルオロメトキ
シ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（４－クロロフェニル）シクロプロピル）－４－（ジフルオロメトキ
シ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（３－ブロモフェニル）シクロプロピル）－４－（ジフルオロメトキ
シ）フェニルスルホンアミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロペンチル）ナフタレン－１－スルホン
アミド）酢酸；
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロペンチル）－４－メチルフェニルスル
ホンアミド）酢酸；および
　２－（Ｎ－（１－（４－ブロモフェニル）シクロペンチル）ナフタレン－２－スルホン
アミド）酢酸
から選択される化合物またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１２】
　医薬的に許容される量の請求項１～１１のいずれか１項に記載の化合物またはその医薬
的に許容される塩および医薬的に許容される担体を含む、組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の化合物またはその医薬的に許容される塩を含む
、ＤＡＧＬαおよび／またはＤＡＧＬβ活性に関連する疾患の治療剤。
【請求項１４】
　該疾患が、統合失調症、精神病、双極性障害、うつ病、不安障害、疼痛、認知障害、糖
尿病、肥満症、脂肪肝および脂質異常症から選択されるものである、請求項１３に記載の
治療剤。
【請求項１５】
　該疾患が、統合失調症、双極性障害、うつ病、不安障害、糖尿病、肥満症、脂肪肝およ
び脂質異常症から選択されるものである、請求項１４に記載の治療剤。
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